
 

第４次静岡市総合計画 

第３期静岡市教育振興基本計画 

静岡型小中一貫教育推進方針 

学校経営の指針 

 

     

まなびづくり 
※授業内におけ
るコミュニケ
ーション力等
の育成 

なかまづくり 
※行事等にお
けるコミュニ
ケーション力
等の育成 

こころづくり 
※コミュニケー
ション力等向
上の基盤育成
（生活・心） 

地域の方  々

の育成 

 

市内外の学校 

の育成 

 

プロフェッショナル・名人・有識者 

コミュニケーション力・英語力・ICT活用力・参画力の育成 

清水両河内小中学校 

の育成 

 

９年間の異年齢の仲間 

の育成 

 

 
 

・ふるさと両河内を大切にしてほしい 
・様々なことに前向きに挑戦してほしい 
・外部の人と交流し、コミュニケーション力・発信力を
つけてほしい 

・卒業後も発揮できる主体的に取り組む力・リーダーシ
ップをつけてほしい 

・これからの時代に必要な力をつけてほしい。（英語力・
ICT活用力等） 

■キーワード 
○ふるさと両河内 ○挑戦する心 ○コミュニケーショ
ン力 ○発信力 ○リーダーシップ ○英語力・ICT
活用力 

地域・保護者の願い 

 

 

重点目標 

考え  伝え つくりだそう 

学校教育目標 

 

①地域の特徴を生かした学習 

・自然環境に関する学習 

・産業を中心とした学習 

・防災学習 

軸となる取組① 

ディスカバー両河内 

 

②地域の自然環境を生かした学習 

・ふるさと行事の実施 

・各教科における学びの題材 

（図工：造形遊び 社会：森林の役割等） 

③地域人材やゲストティーチャーを活

用した取組 

・各教科における講師協力 

・地域の特徴を生かした学習や各教

科等における講師協力 

・お茶摘み体験・お茶会・闘茶会 

・タケノコ掘り・栗拾い 

・興津川自然体験・森林保全 

 

～地域と一体となって教育に取り組む学校～ 

後期ステップ 
（中１・中２・中３年） 
○自分らしい行い・あ
り方・生き方につい
て考える 

 
○学校全体のリーダ－
として企画・運営・外
部への交渉等を行う 

 
○地域・社会・世界の
人とコミュニケーシ
ョンし、地域活性に
貢献する 

中期ステップ 
（４・５・６年） 
○自分の良さを生かす 
 
○学級・学年を超えて
学校全体の人とコミ
ュニケーションする
小学部のリーダーと
なる 

 
○学校のためになるこ
とを企画・運営する 

前期ステップ 
（１・２・３年） 
 
○学校生活に慣れる・
楽しむ 

 
○「話し方」「聞き方」
等の基本を身に付
ける 

 
○学びやコミュニケ
ーションを楽しむ 

 
○失敗を恐れず挑戦
することを楽しむ 

学習（まなびづくり） 
①話題や展開を捉えて聞く 

②相手や状況に応じた言葉や表

現を選んで話す 

③自分の考えを再構築し、思いや

考えを明確にして伝え合う 

 

学習 
①相手の思いや意図を考えて聞

き取る 

②筋道を立てて相手にわかりや

すく話す 

③お互いのよさや違いを認めな

がら伝え合う 

 

学習 
①正しく聞き取る 

②相手に伝わるようにはっきり

話す 

③人・もの・ことに働きかける楽

しさがわかる 

 

特活（なかまづくり） 
①学校全体をまとめ、企画・運営・
渉外等、学校運営や地域活動等
に参画する学校リーダーとして
活動する。 
②自分の特徴や小学部での経験
を生かし、学校や地域をより良
くするために、仕事を行う 

特活 
①学校リーダーに対するフォロ
アー意識を持ち、下級生をリー
ドする小学部リーダーとして
活動する。 

②自分の特徴（良さ）を生かし、
クラスや学校のために、仲間と
工夫して仕事を行う 

特活 
①小学部・学校リーダーに対する
フォロアー意識を持ち、クラス
や班・係等をまとめ、動かすリ
ーダーとして活動する。 

②自分の良さに気付き、周りの人
のために、決められた仕事を進
んで行う 

 

生活（こころづくり） 
①時と場に応じた対応力や判断
力など、社会で通用する力を身
につける。 

②あいさつの意義を理解し、相手
意識をもったあいさつができ
る。 

生活 
①身につけた生活リズムをもと
に、自分に必要な生活の課題
を明確にもち、粘り強く取り
組む力を身につける。 

②地域に広がるあいさつ、場に
応じたあいさつが自分からで
きる。 

生活 
①こども園で積み重ねた経験の
中からつかんだ生活リズムを
定着し、基本的な日常生活習
慣を身につける。 

②校内のみんなが元気になるあ
いさつを広げる。 

④地域活性化プロジェクト（例） 

・総合的な学習の時間を中心に、地

域活性に貢献されている方の講

話や、実際に活動への協力・参

加等を実施 

・両河内の方の努力や工夫によって

お茶の生産がなされていることを

実感する 

・お茶の栽培、製茶、袋詰め等に児

童・生徒自らが関わり、お茶の良

さを広く市内外へ広報する 

 

③様々な学校との交流の実施 

・他校（県内外）との交流 

・ICTを活用した遠隔学校間交流 

・合同イングリッシュデーの実施 

軸となる取組② 

コミュニケーション力の育成 

④外部協力者（プロフェッショナル・企

業・専門家）との交流 

・環境につながるシゴトドローン編 

・ボッチャ体験 

・救急法講習会 

・  

※④における学びを⑤発信や交

流へつなげる 

⑤外部への発信 

 ・学校ホームページやウェブ会議

システム・電子模造紙による他

校・地域・海外との交流・発信 

①各教科等におけるコミュニケーショ

ン力の育成 

・ICT等の様々なツールを子ども自

らが選択し活用する「伝える力」

の育成 

・イングリッシュタイム（朝の活

動）の実施 

・交流スペースにおいて、学びの発

信（地域活性プロジェクト） 

②異学年間における交流 

・特別活動を中心とした、リーダー

育成（前・中・後期段階的） 

ふるさと両河内に誇りをもち、豊かに表現できるたくましい子 
両河内地区でめざす子ども像 

英語力 
○英語を活用し、
様々な人とコミ
ュニケーション
を図る。 

○日常的な話題や
社会問題を英語
で理解し、簡単な
英語で意見を伝
え合う。 

○目的・場面・状況・
相手の気持ちに
応じて英語で表
現し合う。 

英語力 
○身近な事柄につ
いて先生や友達
と基本的な表現
を用いて伝え合
う。 

○日本と外国の文
化を比べて、互い
の良さを知る。 

○簡単な英語（文）
で自分のことを
伝える。 

英語力 
 
○簡単な単語を使
って、外国語に親
しむ。 

○音楽やリズムに
合わせて、身体を
使いながら英語
に親しむ。 

○身の回りの物を
英語（単語）で言
える。 

ICT活用力 
❶ICT を適切かつ
主体的・積極的に
活用し表現する。 

❷伝えたいことを
ICT で受け手を
意識しながら
様々な資料（プレゼン

テーション資料やWebページ

等）を作成する。 
❸ICT を使って地
域・社会・世界の
人とコミュニケ
ーションする。 

ICT活用力 
❶目的や必要に応
じて ICT を選択
し表現する。 

❷伝えたいことを
ICT で学習のま
とめや新聞（デジタル

模造紙等を使用）等を作
成する。 

❸ICT を使って学
校内外の人とコ
ミュニケーショ
ンする。 

ICT活用力 
❶ICT に慣れる。

ICT で表現する
ことを楽しむ。 

❷伝えたいことを
ICT で絵や短い
文にする。 

❸ICT を使って身
近な人とコミュ
ニケーションす
ることを楽しむ。 

⇦『学校の独自性』を強く打ち出すグランドデザインの意識を持つ 

相手や場に応じて臨機応変に

対応するコミュニケーション

力をつける後期ステップ 

 

コミュニケーション力の中核

となる他者（相手）の反応を意

識してやりとりをする力をつ

ける中期ステップ 

 

コミュニケーション力の基礎と

なる力をつける前期ステップ 

授業（各教科）でコミュニケーシ
ョン力を高めるために 
①聞く ②話す ③伝え合い 

生活・コミュニケーションの基
盤をつくるために 
①生活全般 ②あいさつ 

各活動・行事等でコミュニケー
ション力を高めるために 
①リーダー育成 ②参画力 

仲間の良さを認め、協力し、楽し

く活動することができる力をつ

ける前期ステップ 

仲間の意見を取り入れながら、

自分の考えを持ったり伝えた

りする力をつける中期ステッ

プ 

 

周りの人をひきつける力をも

ち、何事にも率先して協働する

力をつける後期ステップ 

 

様々な立場の他者と関わるため

の心やマナーを身につける後期

ステップ 

 

他学年や地域の方とコミュニ

ケーションするための心やマ

ナーを身に付ける中期ステッ

プ 

 

上級生や周りの人とコミュニケ

ーションするための心やマナー

を身に付ける前期ステップ 


